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研究成果の概要（和文）：「ボーンデジタル進捗状況管理システム」を構築して、無秩序に生成されがちなデジタル撮
影画像（ボーンデジタル）を、組織として一貫して管理・運用するシステムを確立し、歴史史料のデジタル画像を共有
する基盤を整えた。さらに、標準化された仕様に適合しないデジタル画像を、メタデータとともに管理する一例として
、ガラス乾板など古写真を取り上げ、「ガラス乾板情報管理ツール」を開発して、ガラス乾板の研究資源化および保存
にむけた研究を行なった。あわせて、具体例をもとに、デジタル画像を主たるレコードとするデータベースの構造転換
に向けた研究を推進した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we built a system to manage and operate digital photographed 
images of Japanese historical materials consistently as an organization. In addition, as an example to 
manage the digital image which did not adapt to standardized specifications, we took up glass 
photographic plate, and developed a tool for management of digital images and metadata of them. With this 
tool, we researched the preservation of them. And based on the concrete example, we promoted a study for 
the structural conversion of the database which assumed a digital image a main record.

研究分野：日本史　歴史情報学

キーワード： 日本史　図書館情報学　デジタル画像管理　古写真　ガラス乾板　くずし字
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) フィルムからデジタルへという写真技
術の激変のもと、デジタルデータでは、画像
形式や規格が一定でないため、多様な画像デ
ータがそのまま無秩序に蓄積される。この問
題は、組織的調査を担っている歴史系研究機
関・史料保存機関で急速に顕在化しつつあり、
研究資源として組織的に蓄積されるべき画
像データが、雲散霧消する危機を迎えていた。
そこで、本研究においては、デジタル撮影画
像（ボーンデジタル）の生成から管理・運用・
維持を一貫して担保する安定的なシステム
の確立を目指した。 
 
(2) 史料編纂所のみならず歴史系研究機関
において構築・公開してきたデータベースは、
史料 1点単位でレコードを立て、各種のメタ
情報やフルテキスト、デジタル画像などを付
加する構造を持っている。しかしデジタル撮
影画像が飛躍的に増大するなか、撮影画像を
主たるレコードとする構造に変換し、画像フ
ァイルにメタデータを付加するほうが利便
性は高い。そこで、デジタル画像ファイルを
主レコードとするデータベース構造の転
換・修正を課題とした。 
 
(3) 史料編纂所においては、古文書や古記録
といった一般的な形態の史料群については、
デジタル様式の標準を確立しつつある。しか
し、それから逸脱する物理的に取り扱うこと
の難しい史料群については、仕様の統一的運
用がなされていない。また各種研究や業務の
なかで標準仕様から逸脱して生成されてく
るデータ群があり、研究や業務を裏支えする
データとして、維持・活用を目指してゆく必
要がある。そこで、標準的なデータ仕様から
逸脱するデジタル画像の生成・管理・運用ス
キームの確立を課題とした。 
 
２．研究の目的 
(1) ボーンデジタル画像を歴史学界共有の
研究資源として有効に活用し、研究成果を社
会に還元するために、ボーンデジタル画像管
理システムを、史料編纂所歴史情報処理シス
テムの上に構築し、組織的な運用実践を試み
る。 
 
(2) デジタル画像の劇的な増加に対応した
データベース構造の転換を念頭に、デジタル
画像データを主コードにすえ、それぞれに史
料学的なメタ情報を付して分類や編成を行
うことを、具体的なデータベースをもとに研
究する。 
 
(3) デジタル画像生成の標準的スキームが
確立していない多様な史料群について、デー
タ生成・管理・運用に即した仕様を検討し、
そのうえにデータの管理・運用のありかたを
検証する。 
 

３．研究の方法 
(1)  ボーンデジタル画像の管理システム研
究では、具体事例として歴史史料調査とデジ
タル撮影を重ねながら、システムの安定的な
運用に必要な条件を分析し、その経験の上に
システム開発を実現する。開発ののち、調
査・撮影で検証を続け、更新を行う。また、
こうした経験を学界に公開・発信することで、
標準化にむけた取り組みを進める。 
 
(2)  デジタル画像を主たるレコードとする
データベースの構造転換研究では、既存デー
タベースの基本構造をすべて転換すること
は人的・費用的に困難と言わざるを得ないた
め、具体的なデータベースを対象に、デジタ
ル画像を主コードとなし、画像データに各種
メタデータを付与し、蓄積する機能を研究す
る。そのうえに、画像コンテンツを格納した
ストレージと既存データベースを連携する
方法論を探る。 
 
(3)  標準的なデータ仕様に適合しないデジ
タル画像の生成・管理・運用スキームの研究
では、 
① 特殊形状史料のデジタル化仕様の策定
と実践：研究の準備がもっとも整っている、
ガラス乾板及び古写真を主たる対象とし、史
料編纂所所蔵のガラス乾板およびその焼付
などからなる台紙付写真を対象に、デジタル
化仕様を検討し、デジタル画像とメタデータ
との結合を図って、その標準化を目指す。 
② 研究上生成される二次的デジタル画像
への対応：くずし字画像、すなわち字形・字
体を分析するため文字や語彙単位でトリミ
ングした画像を主たる対象とし、他の研究グ
ループと連動しながら、史料実体に応じたモ
デルを提示する。 
③ 業務上生成されるデジタル画像への対
応：史料修復や保管、紙質の分析などに伴っ
て生成されるデータがどのようなバリエー
ションで発生しているかを把握し、管理シス
テムの一環に位置づけられるよう仕様研究
を進める。 
 
４．研究成果 
本科研の構成要素のうち、 (1)ボーンデジ
タル画像管理システム研究 および(3)①の
うちガラス乾板や古写真を対象とした研究 
において、とりわけ大きな成果が得られた。
以下、担当者は特記すべき場合のみ掲げる。
事務局は、おもに連携研究者井上聡・川本慎
自が担った。 
 
(1) ボーンデジタル画像の管理システム研
究 
歴史史料調査とデジタル写真撮影の実例
を踏まえながら、データの生成から管理にい
たる一連の流れを精密化し、そのうえに「ボ
ーンデジタル進捗状況管理システム」を構築
した。史料編纂所で生成されるデジタル撮影



画像群につき、撮影仕様から統一したうえで、
「採訪コード」という特定指標を基礎に一貫
して把握することを可能とし、生成前からサ
ーバへの格納、さらには公開までの過程を一
元的に管理するシステムとして開発した。こ
のシステムにより、教員・技術職員・図書職
員といった多様な立場の人間が複雑に関わ
りながら生成されていくデジタル画像を、組
織として明確に管理することが可能となっ
た。さらに、史料調査・写真撮影を継続して
このシステムを運用し、ボーンデジタル画像
管理システムとしての機能や操作性を検証
して、可能な範囲でシステム改良を行うとも
に、改善点を整理した、 
デジタル画像を管理するシステムについ
ては、公開について学界からの強い要請があ
り、学会発表などで紹介に努めてきたが、具
体例として提示することとし、マニュアル的
な詳しい紹介を東京大学史料編纂所研究報
告 2014－8『組織によるデジタル撮影画像の
生成・管理』にまとめ、公開して共有化した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
ボーンデジタル進捗状況管理システム画面 
 
(2) デジタル画像を主たるレコードとする
データベースの構造転換研究 
 具体的なデータベースとして、「翻刻支援
システム」を取り上げた。同システムは、デ
ジタル史料画像をディレクトリから指定し
てクライアント PC に呼び出し、画像データ
に翻刻テキストほかのアノテーションを付
与する形をとっており、付与するメタデータ
の深化、とくに既存目録データとの連関が課
題となっていた。研究分担者山田太造を中心
に、他の研究グループと連動しながら、画像
表示環境の改善を手始めに、入力環境や出力
環境の機能向上を行い、また画像ディレクト
リごとの細目録と既存の書誌目録データと
の相互連関にむけた検証を継続して、より合
理的なメタ体系の確立を試行した。同時に機
能検証をかねて、データ蓄積も進めた。 
 
(3) 標準的なデータ仕様に適合しないデジ
タル画像の生成・管理・運用スキームの研究 
① 特殊形状史料のデジタル化仕様の策定

と実践では、古写真を素材とした研究に注力
した。史料編纂所の所蔵するガラス乾板を対
象に、撮影仕様を検討したうえで、状態調査
と同時にデジタル撮影を実施し、研究期間を
通じて 1540 点の調書作成とデジタル画像化
を実現した（全体の７分１ほどにあたる）。 
これらデータは、「ガラス乾板情報管理ツ
ール」の開発を行って搭載した。これは、ガ
ラス乾板のデジタル撮影画像と、史料学的情
報、保存科学的情報を一体化して管理するツ
ールであり、研究期間中に改良を重ねた。こ
のツールに一元的に集約された多様な情報
は、ガラス乾板を研究素材として有効活用し、
かつ保存対策を講ずる上で貴重な情報の宝
庫となる。調査の完了したガラス乾板は、状
態に応じた保存方法を検討して、オリジナル
な専用保存箱を作成した。 
2012 年度に研究会「東京大学史料編纂所所
蔵ガラス乾板を中心とする写真史料の調査･
整理保存に関する研究」、2014 年度に研究集
会「ガラス乾板の調査・保存・研究資源化に
関する研究」・研究会「ガラス乾板の後加工
技術について―膜面返しを中心に―」（いず
れも画像史料解析センターのプロジェクト
と共催）を開催し、アメリカ･デラウェア大
学文化財保存修復学科長デボラ･ヘス･ノリ
ス教授をはじめとする、第一線の研究者との
意見交換を積極的に行った。研究集会以降、
希望者に開発したツールを配付し、成果を公
開し共有化するとともに、さらなる向上を目
指した。本科研による取り組みは高い関心を
呼び、これを土台にガラス乾板をめぐる研究
は大きく飛躍すると見込まれる。上記研究報
告には、ガラス乾板に係る成果の一端も併載
し、他機関で参照されるに適したものとした。 
 また、上記プロジェクトとともに、ガラス
乾板の焼付を主内容とする、史料編纂所所蔵
の台紙付写真のうち未登録分を対象に、デジ
タル写真による複製、複製データの情報化作
業を行ない、約 5000 枚につき編纂所既登録
分との照合を完了した。また、ガラス乾板・
台紙付写真の関係を解明する手掛かりとな
る撮影台帳の電子データ化も行った。 
 研究分担者高橋則英・連携研究者谷昭佳・
研究協力者高山さやかを中心に遂行した。 
 
② 研究上生成される二次的デジタル画像
では、くずし字画像を主対象とし、連携研究
者井上聡を中心に、研究分担者高田智和・馬
場基・耒代誠仁の協力のもと、他の研究グル
ープと連動しながら研究を進めた。既存の電
子くずし字字典データベースを基盤とし、第
一に、史料編纂所所蔵史料および正倉院文書
を中心とした字形の登録を継続し、約 32000
件の登録を実現した。第二に、既存登録字形
22万件余から抽出した代表的字形25000件を
ベースとして、ＯＣＲ技術を用いた文字判定
の研究を展開し、解析ソフトの試行版を構築
した。 
 



③ 業務上生成されるデジタル画像では、複
雑化した現状の管理状況の整理を進める一
方、管理システムの検討を行った。当初は、
「翻刻支援システム」を史料管理に生かすと
いう発想に取り組んだが、現状スタンドアロ
ーンで動く「ガラス乾板情報管理ツール」の
機能を発展させて、多様なデジタル画像を総
合的に管理・運用する方向性を検証した。本
研究課題の中では実現は難しいと判断し、別
の研究費への継承を目指して、2015 年度から
科学研究費基盤研究(Ａ)「原史料メタ情報の
生成・管理体系の確立および歴史知識情報と
の融合による研究高度化」（研究代表者山家
浩樹、課題番号 15H01722）の交付を受け、そ
の柱の一つとして研究を継続することが可
能となった。 
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